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目　的

　アンケートによる遺族調査の方法論的な難しさ
の 1つが，倫理的な配慮と科学的な妥当性のバラ
ンスである．具体的にはアンケートが送付される
ことによってつらい気持ちになったり不快に感じ
る遺族が少ないながらもいることを考えると，倫
理的な配慮として，回答を無理強いすることがな
いように配慮する必要がある．わが国の遺族調査
では，アンケートの表紙に「（ ）アンケートに回
答しません」という欄をつくり，回答拒否の遺族

は（ ）にチェックして返送することを依頼して
いる．このような対象には未返送者に対する督促
も送付しない．この回答拒否者はアンケート回答
者の 5～10％程度であることが多い．
　科学的な妥当性に関しては，まずアンケート調
査の回収率が 100％でないことが挙げられる．わ
が国の遺族調査では，アンケートの回収率を上げ
るために未返送者に対する督促を行うことが多
い．それでもアンケートの回収率は 70～80％で
あり，これから回答拒否などを除く有効回答率は
60～70％程度になることが多い．この未返送者，

＊東北大学大学院　医学系研究科　保健学専攻　緩和ケア看護学分野（研究代表者）

遺族調査の研究の方法論に関する研究

宮下　光令＊

　本研究では，遺族調査の回収状況と
それに関連する要因などについて検討
した．遺族調査に未返送だった割合は
25％で，患者の年齢が若い，患者が女
性，死亡後経過期間が短い場合に未返送
が多かった．回答拒否として返送があっ
た対象の理由では「患者様が亡くなった
当時のことを思い出すのがつらい」が
53％と多く，患者の年齢が若い，入院
期間が長い場合に多かった．有効回答
率は督促前 54％，督促後 9.7％であり，
督促後の回答が多かったのは患者の年齢

が若い，付き添いの頻度が低いケースで
あった．また，督促後の回収例では緩和
ケアの構造・プロセスの評価指標であ
るCES，ケアのアウトカム指標である
GDI が有意に低く，複雑性悲嘆の評価
指標であるBGQ，抑うつの評価指標で
ある PHQ-9 は督促前後で有意な差はな
かった．緩和ケア病棟の施設背景と回収
率の関連を検討した結果，平均在院日数
が短い，病棟で放射線治療が実施可能な
施設で有意に回収率が高かった．
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未回答者がどのような人であるかを同定すること
は，遺族調査の科学的妥当性を検討する際に重要
である．
　そこで，本研究では遺族調査の回収状況に関し
て以下の課題を解決することを目的にした．郵送
から回収の状況についてのフローチャートと，そ
れぞれの研究目的との対応について図 1 に示す．

目的 1． 遺族調査に未返送だった対象の特性を明
らかにする．

目的 2． 回答拒否として返送があった対象の回答
拒否の理由を明らかにする．

目的 3． 督促前後での回答者の特性と回答内容の
特性を明らかにする．

目的 4． 緩和ケア病棟について施設別の回答率の
違いに関連する要因を明らかにする． 

結　果

1）目的1：遺族調査に未返送だった対象の特性
　郵送者のうち未返送の割合は緩和ケア病棟
25％，一般病院 33％，在宅 21％で，全体では 25％
だった．未返送に関連する要因について 2 変量
解析の結果を表 1，多変量解析の結果を表 2 に示

す．多変量解析の結果，緩和ケア病棟では 65 歳
以上の患者の場合（65～74 歳 OR=1.8, p=0.0125, 
75～84 歳 OR=1.7, p=0.0216, 85 歳 以 上 OR=2.0, 
p=0.0053），未返送は少なくなり，患者が女
性（OR=0.9, p=0.0049）・ 死 別 後 期 間 9 カ 月～
18 カ月の場合（9～12 カ月 OR=0.8, p=0.0058, 12
～15 カ月 OR=0.7, p＜0.0001, 15～18 カ月 OR=0.7, 
p=0.0306），未返送は多かった．一般病院におい
ては，患者が女性（OR=0.7, p=0.0021）・入院期
間 2～3 週間の場合（OR=0.6, p=0.0345）で未返
送は多かった．在宅では有意な関連はみられな
かった．なお，これらの回帰分析の説明率は低
かった（調整済み R2　緩和ケア病棟：1.2％，一
般病院：4.6％，在宅：2.6％）．

2）目的 2：回答拒否として返送があった対象
の回答拒否の理由

　郵送者のうち回答拒否の割合は，緩和ケア病棟
6.9％，一般病院 12.2％，在宅 7.1％で，全体では
7.4％だった．回答拒否の理由を表 3 に示す．回
答拒否の理由は多い順に「患者様が亡くなった当
時のことを思い出すのがつらい（53％）」「心の
整理がついておらず，そっとしておいてほしい

図１　郵送から回収の状況についてのフローチャートとそれぞれの研究目的との対応

目的３：督促前後での回答者の特性と
　　　　回答内容の特性を明らかにする．

目的２：回答拒否として返送が
　　　　あった対象の回答拒否
　　　　の理由を明らかにする．
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督促後回収

回収
有効回答
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目的１：遺族調査に未返送だった対象の特性を明らかにする．

目的４：緩和ケア病棟について施設別の回答率の違いに関連
　　　　する要因を明らかにする．
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表 2　未返送に関連する要因（多変量解析）
緩和ケア病棟 一般病院 在宅

OR （95％ CI） p OR （95％ CI） p OR （95％ CI） p

年齢
40 歳未満 Ref. Ref. Ref.

41 ～ 64歳 1.4 （0.9－2.2） 0.1473 1.0 （0.3－3.5） 0.9736 1.3 （0.4－3.9） 0.6145

65 ～ 74歳 1.8 （1.1－2.9） 0.0125 1.4 （0.3－4.7） 0.6404 1.4 （0.4－4.0） 0.538

75 ～ 84歳 1.7 （1.1－2.7） 0.0216 1.3 （0.3－4.4） 0.709 1.8 （0.5－5.0） 0.3298

85 歳以上 2.0 （1.2－3.1） 0.0053 2.0 （0.5－7.1） 0.3321 1.6 （0.5－4.6） 0.4199

性別
男性 Ref. Ref. Ref.

女性 0.9 （0.8－1.0） 0.0049 0.7 （0.5－0.9） 0.0021 0.9 （0.6－1.2） 0.3617

原発部位
胃・食道 Ref. Ref. Ref.

肺 1.0 （0.9－1.2） 0.5402 0.9 （0.6－1.4） 0.697 1.1 （0.7－1.8） 0.5704

乳 0.9 （0.7－1.2） 0.5565 1.3 （0.7－2.3） 0.3739 2.0 （0.9－4.7） 0.079

結腸・直腸 1.0 （0.8－1.2） 0.9523 1.1 （0.7－1.7） 0.6525 1.2 （0.7－1.9） 0.5326

肝臓・胆のう・胆管・膵臓 1.1 （1.0－1.3） 0.1102 1.1 （0.7－1.7） 0.6617 1.4 （0.9－2.3） 0.1074

腎臓・膀胱・前立腺 1.1 （0.9－1.3） 0.4705 0.7 （0.4－1.2） 0.2384 1.8 （0.9－3.6） 0.0928

子宮・卵巣 1.0 （0.8－1.2） 0.6955 1.7 （0.9－3.3） 0.1312 0.7 （0.4－1.4） 0.3859

その他 1.1 （0.9－1.3） 0.2925 1.5 （1.0－2.4） 0.0707 1.3 （0.8－2.1） 0.3544

入院期間
1 週間未満 Ref. Ref. Ref.

1 週間以上 2週間未満 1.0 （0.8－1.1） 0.6197 0.8 （0.5－1.2） 0.2894 0.9 （0.6－1.6） 0.8268

2 週間以上 3週間未満 1.1 （0.9－1.3） 0.527 0.6 （0.4－1.0） 0.0345 1.1 （0.6－1.8） 0.8517

3 週間以上 4週間未満 1.0 （0.8－1.1） 0.6051 0.7 （0.4－1.1） 0.0939 0.9 （0.5－1.6） 0.7466

4 週間以上 8週間未満 1.0 （0.9－1.2） 0.8763 0.7 （0.5－1.1） 0.096 1.1 （0.7－1.8） 0.7135

8 週間以上 1.0 （0.9－1.2） 0.5658 0.8 （0.5－1.1） 0.2697 1.1 （0.7－1.8） 0.5948

死別後期間
6 カ月未満 Ref. Ref. Ref.

6 カ月以上 9カ月未満 0.9 （0.8－1.0） 0.0882 1.0 （0.7－1.3） 0.7782 0.7 （0.4－1.1） 0.1143

9 カ月以上 12カ月未満 0.8 （0.7－0.9） 0.0058 1.1 （0.7－1.6） 0.6607 0.8 （0.5－1.4） 0.4876

12 カ月以上 15カ月未満 0.7 （0.6－0.8） <0.0001 0.7 （0.5－1.0） 0.0759 0.9 （0.5－1.5） 0.5969

15 カ月以上 18カ月未満 0.7 （0.6－1.0） 0.0306 0.7 （0.5－1.1） 0.1244 0.8 （0.4－1.4） 0.3985

18 カ月以上 0.8 （0.5－1.3） 0.3366 0.7 （0.4－1.0） 0.0571 0.7 （0.4－1.0） 0.0587

病床
緩和ケア病床以外 Ref.

緩和ケア病床 1.2 （0.8－1.8） 0.4433

緩和ケアチーム
介入無 Ref.

介入有 0.9 （0.7－1.1） 0.2984

説明率（R²）（％） 0.70 2.66 1.66

調整済み R²（％） 1.16 4.60 2.62
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と思う（42％）」「入院期間や自宅で診療を受け
た期間が短くて参考にならないと思う（24％）」

「アンケートが苦手である（15％）」「（遺族の）視
力，手の調子，体調などが悪くて回答できない

（9％）」「当時のことがよくわからなくて回答でき
ない（7％）」「病院等に不満がある（6.3％）」「回
答する時間がない（5.3％）」「このアンケートに
回答してもこれからの医療の役に立たないと思う

（5.1％）」であった．
　回答拒否の理由で多かったもののうち，「患者
様が亡くなった当時のことを思い出すのがつら
い」という理由で回答を拒否したものは，患者の
年齢が若かった場合（p＜0.0001）と入院期間が
長かった場合（p=0.003）に有意に多かった．「心
の整理がついておらず，そっとしておいてほし
いと思う」という理由で回答を拒否したものは，
患者の年齢が若かった場合（p＜0.0001）と入院
期間が長かった場合（p=0.002）に有意に多かっ
た．「入院期間や自宅で診療を受けた期間が短く
て参考にならないと思う」という理由で回答を拒
否したものは，患者の年齢が高かった場合（p＜
0.0001）と入院期間が短かった場合（p＜0.0001）
に有意に多かった．

3） 目的 3：督促前後での回答者の特性と回答
内容の特性

　督促の前後での全郵送者に対する有効回答者
の内訳は，緩和ケア病棟で督促前 55％，督促後
9.7％，一般病院で督促前 45％，督促後 8.2％，在
宅で督促前 57％，督促後 11％であった．全体で
は督促前 54％，督促後 9.7％であり，督促を行う
ことで有効回答率が 8％から 11％増加することが
示された．
　患者背景と督促前後での回収について 2 変量解
析の結果を表 4，多変量解析の結果を表 5 に示す．
多変量解析の結果，全体で有意に督促後の回答
が増えたのは，回答者の年齢が 64 歳以下（OR：
1.28, 95％信頼区間：1.08‒1.50, p=0.004），患者
の子ども（OR：1.24, 95％信頼区間：1.05‒1.47, 
p=0.01），1 週間の付き添い頻度が少ない（OR：
1.12, 95％信頼区間：1.04‒1.20, p=0.002）であっ
た．緩和ケア病棟では，回答者年齢が 64 歳以下

（OR：1.25, 95％信頼区間：1.04‒1.50, p=0.02），患
者の子ども（OR：1.24, 95％信頼区間：1.03‒1.51, 
p=0.03）， 婿・ 嫁（OR：1.38, 95 ％ 信 頼 区 間：
1.02‒1.86, p=0.04），1 週間の付き添い頻度が少な
い（OR：1.14, 95％信頼区間：1.05‒1.23, p=0.001）
であり，一般病院では有意な差はみられず，在宅

表 3　回答拒否の理由
合計 緩和ケア病棟 一般病院 在宅

p値
n ％ n ％ n ％ n ％

回答拒否全体 996 10.1 720 9.34 172 18.1 104 9.0 0.0001
理由 1：思い出すのがつらい 528 53.0 382 53.1 94 54.7 52 50 0.76

理由 2：そっとしておいてほしい 422 42.4 305 42.4 77 44.8 40 38.5 0.60

理由 3：入院・診療期間が短い 236 23.7 162 22.5 45 26.2 29 27.9 0.32

理由 4：アンケートが苦手 153 15.4 111 15.4 24 14 18 17.3 0.76

理由 5：体調が悪い 87 8.7 61 8.5 20 11.6 6 5.8 0.24

理由 6：当時のことがよくわからない 68 6.8 48 6.7 16 9.3 4 3.9 0.22

理由 7：病院等に不満がある 63 6.3 41 5.7 16 9.3 6 5.8 0.21

理由 8：回答する時間がない 53 5.3 41 5.7 6 3.5 6 5.8 0.54

理由 9：役に立たないと思う 51 5.1 31 4.3 12 7 8 7.7 0.13

理由 10：施設に回答知られたくない 19 1.9 16 2.2 0 0 3 2.9 0.06

理由 11：その他 137 13.8 105 14.6 12 7 20 19.2 0.005
※解析方法：フィッシャーの直接確率検定
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では付き添い等の代わりがいる（OR：0.63, 95％
信頼区間：0.39‒0.99, p=0.05）という結果であっ
た．
　督促前後での緩和ケア質評価や遺族アウトカム
について図 2 に示す．ケアの構造・プロセスの評
価指標である CES は全体と緩和ケア病棟で有意
に督促後のほうが悪く（p=0.0004, p=0.0002），ケ
アのアウトカム指標である GDI では緩和ケア病
棟で督促後のほうが悪かった（p=0.04）．複雑性
悲嘆の評価指標である BGQ，抑うつの評価指標

である PHQ―9 では督促前後で有意な差はなかっ
た．

4） 目的 4：緩和ケア病棟について施設別の回
答率の違いに関連する要因

　緩和ケア病棟の施設別回収率の分布を図 3 に
示す．全施設（129 施設）の回収率の平均は 75.1
±9.5％であった．督促していない施設（n=16）
を除いた場合には 76.6±8.2％だった．最大は
91.3％，最小は 45.1％で回収率は施設間で大きな

図 2　督促前後での緩和ケア質評価や遺族アウトカム

図 3　緩和ケア病棟の施設別回収率の分布
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違いがあった．
　施設背景と回収率の関連を検討した結果，平均
在院日数に関しては r=－0.19（P=0.03）と平均
在院日数が短いほうが回収率がよかった．また，
病棟で放射線治療が実施可能な施設の回収率の
平均が 77％，実施不可能な施設の回収率の平均
が 73％で p=0.02 と有意な差が認められた．遺族
ケアや施設の宗教的背景などは有意な差がなかっ
た．

考　察

1）目的1：遺族調査に未返送だった対象の特性
　未返送者の特徴として，死別後期間が長い，患
者の年齢が低い，患者が女性である，一般病院で
死亡した，ということが挙げられることがわかっ
た．このことから，未返送を減らすためには，死
別後早い段階で調査を行うことが有効である可能
性がある．しかし，多変量解析の結果の説明率は
低く，患者背景以外の要素が関連している可能性
が高いと思われた．

2） 目的 2：回答拒否として返送があった対象
の回答拒否の理由

　本研究において，アンケートへの回答拒否の理
由として最も多く挙げられたのは「患者が亡く
なった当時のことを思い出すのがつらい」とい
う理由であり，回答拒否者全体の 53％であった．
回答拒否者の中には，心理的負担を理由に回答を
拒否する者が多く，特に患者が若くして亡くなっ
た場合や患者の入院期間・在宅でケアを受けた期
間が長かった場合に，この理由で回答を拒否する
者が多かった．このような対象の心的負担に十分
に配慮して調査を行う必要があるが，わが国で従
来行われてきたように「（ ）アンケートに回答し
ません」という欄をつくり，回答拒否の意思を明
示して返送することを依頼することは，病院など
への恩義や義理から無理して回答し，よりつらい
気持ちになることを防ぐ点で意味があることと考
えられた．「入院期間や自宅で診療を受けた期間
が短くて参考にならないと思う」「アンケートが

苦手である」などの理由での回答拒否も少なから
ずあることがわかった．

3） 目的 3：督促前後での回答者の特性と回答
内容の特性

　今回の検討の 1 つの成果が，督促を行うことで
有効回答率が 8％から 11％増加することが明らか
になった点である．科学的妥当性を保証するため
に督促の実施は意味がある．
　患者背景と督促前後での回収の検討では，回答
者の年齢が若いこと，1 週間の付き添い頻度が少
ないことが要因であった．回答者の年齢が 64 歳
未満であると就業中の人も多く，回答する時間が
ない，回答する気はあっても遅れてしまう人が多
かった可能性がある．1 週間の付き添い頻度が少
なかった人は，あまり状況がわからないので回答
に躊躇した可能性がある．督促前後での緩和ケア
質評価や遺族アウトカムでは，ケアの構造・プロ
セスの評価指標である CES，ケアのアウトカム
指標である GDI で督促後の回答者の方が悪かっ
た．ケアを高く評価している方が遺族調査に回答
しようという気になるであろうし，ケアを低く評
価すると協力する気になれない，その時のことを
思い出したくないといった心理が働くかもしれな
い．督促を行うことは，遺族調査で回答者だけで
分析することによる，ケアの質を実際より良く評
価してしまうバイアスを減少させるのに役立つと
思われる．また，督促後の点数が悪かったといっ
ても，値自体，全体に大きく影響する数字ではな
かったことから，このバイアスがそれほど高くな
い可能性も示唆される．複雑性悲嘆の評価指標で
ある BGQ，抑うつの評価指標である PHQ―9 で
は督促前後で有意な差がなかったことは，督促に
よって，非常につらい気持ちの遺族に無理に回答
させている可能性はあまり高くないことを予想さ
せる．

4） 目的 4：緩和ケア病棟について施設別の回
答率の違いに関連する要因

　緩和ケア病棟の施設別回収率には大きな違いが
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明らかになった．その要因として，平均在院日数
が短いこと，病棟で放射線治療が実施可能なこと
が挙げられた．この 2 つの要因をもつ施設は比較
的大規模な病院で，高度ながん治療を行っている
施設である可能性がある．このような施設では，
治療中から最期まで，その施設で患者を治療・ケ
アし，看取ってくれたという感謝の気持ちから回
答率が上がったのかもしれない．この点に関して
は，今後もさらなる検討が必要である．

研究の限界

　今回は得られるデータを最大限に活用し，遺族

調査の回収率について検討した．しかし，未返送
者・回答拒否者がどのように緩和ケアの質を評価
しているか，調査によってどの程度，心的負担を
負っているかはまだ不明な点が多く，このような
アンケート調査以外の側面からの検討も考える必
要がある．

〔付帯研究担当者〕
青山真帆（東北大学大学院 医学系研究科 保健学専
攻 緩和ケア看護学分野），佐藤一樹（東北大学大学
院 医学系研究科 保健学専攻 緩和ケア看護学分野）
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